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The purpose of this study was to grasp the dietary education（Shokuiku）needs of parents who 
leave their children to kindergarten for the creation and practice of dietary education program. In 
addition, we decided whether parents’ dietary education needs are different by “an only child” or “two 
or more children”. We conducted a questionnaire survey using bearer self-record questionnaires for 100 
households using a kindergarten in Kobe City. The recovery rate was 51%.
There are not significant differences between the dietary education needs of one child’s parents 
and the dietary education needs of parents of “two or more children”. Parents who are raising two or 
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more parents are rich in parenting experience, high awareness of food education, and inferred that they 
have experience. Those who were “an only child” wanted to participate in a place to learn knowledge 
and skills of food and eating habits. It seems that parents are interested in knowledge and skills on 
dietary life, and the needs for food education are high.
Based on that, for parents with poor child rearing experience, professionals such as dietician s 
need to make detailed advice and food education support.
キーワード：食育、子育て支援、食事作り、食生活、















































護に努めた。調査期間は平成 24年 9月 18日～ 28日であった。
3．結果
3.1. 調査対象者の属性
配布数 100件に対し、回答件数は 51件（回収率 51%）、有効回答率は 100%であった。回
答者の内訳は、50名が母親で平均年齢は 36.8歳（標準偏差± 4歳）、男性は 1名（続柄は父親）
で年齢は 39歳であった（表 1）。
年代別に 20代は 3 名（5.9%）、30代は 38名（74.5%）、40代は 10名（19.6%）であり、30
代が最も多かった。子どもの数について、第 1子のみの世帯は 19件、子ども 2人の世帯は
28件、子ども 3人の世帯は 3件、子ども 4人の世帯は 1件であり、子ども 2人の世帯が最も
多かった（表 2）。保護者の年齢と子どもの数による有意差は見られなかった。
保育所に預けている子どもは第何子かを尋ねたところ、子どもが第 1子のみの 19世帯は全
て、保育所を利用中であった。子ども 2人の 28世帯は、第 1子が保育所利用中 13件、第 2
子が保育所利用中 22件であった。第 1子と第 2子を保育所に預けている世帯が 7件あると考
えられる。子ども 3人の 3世帯は、第 1子が保育所利用中 1件、第 2子が保育所利用中 2件、
第 3子が保育所利用中 3件で、子ども 3人のうち 2人を保育所に預けている世帯が 3件ある
と考えられる。子ども 4人の 1世帯は、第 2子が保育所利用中 1件であった（表 2）。





















回答件数（n, %） 51 1（2.0） 50（98.0）
平均±標準偏差（歳） 36.08 39 36.8±4.0
最大値 /最小値（歳） 25 / 45 － 25 / 45
子どもとの続柄 － 父親 母親











20代 3（5.9） 2（10.5） 1（3.6） 0（0） 0（0）
30代 38（74.5） 15（78.9） 21（75.0） 2（66.7） 0（0）
40代 10（19.6） 2（10.5） 6（21.4） 1（33.3） 1（100）
（n=61） （n=19） （n=35） （n=6） （n=1）
第 1子保育所利用中 33（54.1） 19（100） 13（37.1） 1（16.7） 0
第 2子保育所利用中 25（41.0） 0 22（62.9） 2（33.3） 1（100）
第 3子保育所利用中 3（4.9） 0 0 3（50.0） 0
第 4子保育所利用中 0 0 0 0 0
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（1）学習は必要 51（100） 19（37.3） 32（62.7） －
（2）学習は不要 0（0） 0（0） 0（0）
Q．「食べること」の学習（＝「食育」）は、「だれ」にとって必要だと思うか。（複数回答可）
（n=155） （n=53） （n=102） p値
（1）自分自身 35（22.6） 10（28.6） 25（71.4） 0.056
（2）配偶者 25（16.1） 8（32.0） 17（68.0） 0.561
（3）自分の子ども 37（23.9） 12（32.4） 25（67.6） 0.199
（4）保育に携わる専門職 14（9.0） 5（35.7） 9（64.3） 1.000
（5）保育に関係する人なら誰でも 19（12.3） 6（31.6） 13（68.4） 0.556
（6）保育に関係しない人も含め全ての人 25（16.1） 12（48.0） 13（52.0） 0.244


























保育所で食育を行ったほうが良い 50（98.0） 18（36.0） 32（64.0） －
保育所で食育を行わなくて良い 1（2.0） 1（2.0） 0（0） 　
Q．保育所で行ったほうがよいと思う「食育」の内容。（複数回答可）
（n=150） （n=42） （n=105） p値
（1）農業体験 35（23.0） 11（31.4） 24（68.6） 0.348
（2）食事作り 37（25.0） 9（24.3） 28（75.7） 0.007 *
（3）栄養（素）の学習 19（13.0） 5（26.3） 14（73.7） 0.366
（4）食品の種類や特徴の学習 19（13.0） 6（31.6） 13（68.4） 0.764
（5）食事の挨拶やマナー 37（25.0） 11（29.7） 26（70.3） 0.180
*p<0.05















































　 　 　 　
Q． お子様の食生活について誰かに相談したいと思いますか。それとも相談したいと思って
いませんか。
（1）すでに相談している 18（35.3） 7（38.9） 11（61.1） 0.036
（2）相談したいが相談する相手がいない 10（19.6） 7（70.0） 3（30.0）
（3）相談したいと思っていない 21（41.2） 4（19.0） 17（81.0）
（4）無回答 2（3.9） 1（50.0） 1（50.0）
Q．お子様の食生活で困っていることはありますか。（複数回答可）
（n=84） （n=34） （n=50） p値
（1）朝食をあまり食べない 7（8.3） 2（28.6） 5（71.4） 0.691
（2）夕食をあまり食べない 1（1.2） 1（100） 0（0） 0.388
（3）食欲にむらがある 21（25.0） 9（42.9） 12（57.1） 0.768
（4）小食 2（2.4） 1（50.0） 1（50.0） 1.000
（5）食べすぎる 6（7.1） 3（50.0） 3（50.0） 0.665
（6）遊び食べをする 15（17.9） 10（66.7） 5（33.3） 0.012 *
（7）好き嫌いが多い 5（5.9） 1（20.0） 4（80.0） 0.636
（8）早食い 2（2.4） 1（50.0） 1（50.0） 1.000
（9）食べるのが遅い 10（11.9） 1（10.0） 9（90.0） 0.019 *
（10）よく噛まない 10（11.9） 4（40.0） 6（60.0） 1.000
（11）特にない 3（3.6） 1（33.3） 2（66.7） 1.000
（12）間食が多い 2（3.4） 0（0） 2（100） 0.515
*p<0.05
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（1）健康や順調な発育 43（27.9） 17（39.5） 26（60.5） 0.694 
（2）他者とのかかわり 22（14.3） 7（31.8） 15（68.2） 0.566 
（3）言葉の発達 7（4.5） 2（28.6） 5（71.4） 0.623 
（4）遊ぶこと 20（13.0） 8（42.9） 12（57.1） 0.774 
（5）子どもの情緒の安定 21（13.6） 9（42.9） 12（57.1） 0.369 
（6）毎日の食事 19（12.3） 8（42.1）） 11（57.9） 0.765 
（7）社会的マナー・しつけ 22（14.3） 5（22.7） 17（77.3） 0.083 









（1）食品に含まれる栄養素の知識 26（17.1） 9（34.6） 17（65.4） 0.776 
（2）食事と健康の関係に関する知識 28（18.4） 11（39.3） 17（60.7） 0.779 
（3）離乳食・幼児食の作り方 7（4.6） 5（71.4） 2（28.6） 0.087 
（4）高齢者食の作り方 3（2.0） 0（0） 3（100） 0.285 
（5）生活習慣病予防の知識 16（10.5） 7（43.8） 9（56.3） 0.547 
（6）食品の安全性に関する知識 19（12.5） 6（31.6） 13（68.4） 0.564 
（7）食品表示の知識 12（7.9） 7（58.3） 5（41.7） 0.101 
（8）食物アレルギーの知識 9（5.9） 6（66.7） 3（33.3） 0.062 








（1）参加したい 42（84.0） 18（42.9） 24（57.1） 0.134
（2）参加したくない 8（16.0） 1（12.5） 7（87.5） 　
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